
第１学年 総合的な学習の時間 学習指導案 日時 令和元年１２月１１日（水） 

第５校時，第６校時 

単元名 
地域の防災リーダーになるために 

【本題材で育成しようとする能力･･･主体性】 

学年・組 

人数 

第１学年  

男子２６名  

女子２５名  計５１名 

指導者 村上恭子，安井 盛一，山田裕華 

（外部講師：尾道市総務課職員） 

場所 体育館 

１ 単元観 

本単元では，自分や自分の住む地域に住む人々の命を守るためにはどうすればよいかを考えていく中で，地域で

の防災の在り方について知り，「自助」「共助」「公助」について考え，中学生の自分たちに何ができるかを模索し，

行動する生き方を探究していく。災害時の避難経路を考えることは，社会科における地図を読む学習に，防災グッ

ズや生活の中での防災について考えることは，家庭科における「災害への備え」の学習に繋げることができる。こ

のように，本単元は他教科と相互に関連させながら授業を展開していくのに適した内容である。また，防災に携わ

る方の話を聞く活動から，彼らがどんな思いを持って地域を守ろうとしているかを学び，地域の中での自分たちの

役割や，今後，地域のためにどう行動すべきか等，自己の生き方を考えさせることにもつなげることができる単元

である。 

２ 生徒観 

   生徒は昨年度，西日本豪雨災害の体験があり，地域の避難場所を知っている人数の割合は高い。しかし，安全に避

難する経路や地震の際の避難場所を正確に知っている生徒の割合は低い。また，半数以上の生徒が，自分の家に隣接

する家庭については知っているが，同じ地区の中にどのような人が暮らしている人か分からないと回答した。さらに，

因島の航空写真を見て，自分の家の位置を明確に示すことができる生徒は，全体の約５分の１程度である。以上のこ

とから，本学級の生徒の課題は以下の３点である。 

   （１）自宅や自分自身の位置を因島や地域の上空から鳥瞰してとらえる見方や考え方が身についていないので，写

真や地図を見ても現在地を特定するまでに時間がかかる。 

（２）防災に関する一定の知識は持っているが，それを自分の命を守るために活用しようとする意識が十分に高ま 

っていないので，これまでに経験した以外の災害に備えるための知識獲得が不十分なままになっている。 

   （３）「共助」の必要性は理解しているが，地域の弱者を自分が助けようとする意識の高まりが不十分であるので，

自分の地域に住む年少者や高齢者等に対する関心が弱く，主体的に「共助」に関わっていくことが期待できな

い状態にある。 

３ 指導観 

   本単元を通して，西日本豪雨での自身の体験をもとに，危険な箇所や避難場所，避難経路などを確認する中で自分

たちの住んでいる地域を見つめ直し，災害時に自分たちは，どのような行動をとるべきか考えさせていきたい。 

そのため，まず，自分の家を地域の上空から鳥瞰する力を付けさせるために，自分の家の周辺の地図を描いて災

害が起こりうる危険個所を記入させる。そして，尾道市が作成しているハザードマップと比較させ，危険個所を明

確に把握させたい。 

次に，尾道市総務課職員による出前授業（講話）を行い，南海トラフ等の地震に関する正確な知識を身につけさ

せたい。さらに，地震に伴う避難所に関する調査を行ったりＨＵＧ（避難所運営ゲーム）を行ったりすることによ

り，「自助」の考え方だけでなく，災害を乗り越えるためには「共助」の考え方と行動が必要であることを体験的に

学び取らせたい。そして，こうした体験を通して，災害時に自ら地域を守るために行動しようとする意識を高めて

いきたい。 



４ 単元構想 

めざす姿  災害時に自分自身の身を守るとともに，地域を守るためにできることを考え，実践しようと

することができる。 

 

目
標 

単元の課題 災害時に自分たちは，どのような行動をとるべきか考え，自己の命を守るとともに，他者や

地域全体を大事にしようとする生き方とはどのようなものかを考える。 

 
 
 
 
 
 

 

単
元
の
構
成 

学習課題 生徒の学習活動 評価規準 教科等との関連 

〇「いのちの学習」

のまとめをする。 

 

 

〇演習 HUG を行

う。 

 

 

〇情報収集２ 

（避難所にある物 

や人について） 

〇情報収集１ 

（避難所とは） 

 

 

〇年少者を守る避

難の仕方を考え

る。 

〇防災講話 

「地震による災害」 

 

〇市の防災マップ

と比較する。 

 

〇図上訓練，防災マ

ップを作成する。 

 

〇西日本豪雨や自

身の体験をもと

に災害時の状況

を振り返る。 

・自らの役割，地域での役割

を確認し，自己の生き方に

ついて考える。 

 

・自分たちの命を守るととも

に，近所の小さい子やお年

寄りの人達と共に避難する

ためにはどうすればよい

か，考える。 

・インターネットや図書，新

聞，雑誌等の文献及びフィ

ールドワーク等による現地

調査から情報収集を行う。 

 

 

 

 

・これまでに起こった地震や

今後地震が起きる可能性 

等，正確な事実やデータ等

により知識を深める。 

 

・避難経路や活用できる公共

施設などを色分けして，災

害時に自分たちがどの経路

を通って避難すればよい

か，地図に書き込む｡ 

・地区ごとに情報を持ち寄り

情報の取捨選択をする。 

 

・自分の体験をもとに，感じ

たこと，困ったこと，行動

に移したこと，知っておく

べきことなどを出し合い，

災害について考える。 

・社会の中に生きる一員と

して，自分に何ができる

かを考え，行動してい

る。 

・設定した課題から自己の

生き方を考え，意欲的に

行動している。 

 

・課題解決に向けて収集し

た情報から，必要な情報

を取捨選択している。 

・「自分たちを取り巻く地

域を守るために自分た

ちに何ができるか」とい

う課題の解決に向けて，

仲間と協働して課題を

追究している。 

 

 

 

・知らなかった知識を整理

するためにメモを残そう

としている。 

 

 

・自分の考えやグループの

考えをもとに，設定した

課題を解決しようとし

ている。 

 

・課題に対して興味関心を

持ち，習得している知識

を活用して，学習課題を

設定している。 

・道徳（11 月） 

『娘のふるさと』 

地域社会の一員としての

自覚をもち、郷土を愛し、

その発展に努めようとす

る道徳的実践意欲を培

う。 

・学校行事（11 月） 

認定こども園との防災

訓練 

 

・社会（3 月） 

 『日本の姿』 

 地図から，有用な情報を

適切に選択して，読み取

り図表などにまとめる。 

・保健体育（6 月） 

『救急救命講習』～応急処

置・ＡＥＤの使い方～ 

・総合的な学習の時間（1

学期） 

『海洋教育』課題解決に

向けて，計画的かつ見

通しを持って探究活動

ができる。 

・家庭科（1 月～2 月） 

 『災害への備え』 

 災害への備えの必要性

がわかり，住まいや地域

における工夫を考える

ことができる。 

・国語科（5 月） 

『わかりやすく説明しよ

う』 説明する観点を決

めて情報を整理し，わか

りやすく説明する。  

生
徒
の
実
態 

・災害時にどのように避難すればいいか知りたいと思っている。 

・一人でいるときに避難することができるだろうか不安を感じている。 

・災害時にどこにどうやって避難したらよいか知りたいと思っている。 

・地域のお年寄りの方などと一緒に避難して助けたいという気持ちを持っている。 

・自分の生まれ育った地域で，人々の役に立ちたいという気持ちを持っている。 

つかむ 

探究 

する 

伝え合

う 

まとめる 

生かす 

振り返る 

探究 

する 



５ 学習の展開 

本時の目標：HUG による避難所運営の演習をとおして，避難してくる人たちが不安にならないように

自ら積極的に考えたり意見を述べたり行動したりしようとすることができる。 

 

学習内容 

◇指導上の留意点 

◆「努力を要する」状況と判断した生徒への指導

の手立て 

評価規準 

（評価方法） 

 

導  

入 

 

１５ 

分 

１．学習課題への意識づけ 

○これまでの学習の流れをふりか

える【全体】 

 

 

 

２．本時の学習内容 

○本時のめあてを確認する。 

◇前時の学習を振り返る。 

◇地震が発生する可能性や避難所に関する調査

等，前時まで行ってきた学習を想起させる。 

 

 

 

◇司会進行は，外部講師（尾道市総務課職員）と

交代する。 

 

展開 

７０

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．HUG の説明 【一斉】 

◯用紙やカード等をもとに演習の

見通しを持つ。 

 

 

４．HUG の実施【グループ別】 

・避難者の特徴を確認する。 

・適切な避難場所を話し合って決め

る。 

・イベント情報を掲示板に記入す

る。 

 

５．演習内容の交流【一斉】 

◇グループごとのテーブルと準備物 

 ・避難所見取り図 

 ・避難者・イベントカード 

 ・掲示用ボード 

 

◇避難者の状況，人数等を確認しようとしている

か観察し，対応方法自体が理解できていない場合

は助言する。 

◇避難所の運営は生徒の協働によって遂行させる

よう，不必要な助言は加えないようにする。 

◆用語が難しい場合は，説明を加える。 

 

◇活動を振り返り，「スペースの確保」「いろいろ

な出来事への対応」「要配慮者への対応」の点から

振り返らせる。 

◇体育館内の区分けと教室の活用方法について，

自班と他班を比較させ，避難所運営において大切

にすべき見方や考え方を広げさせる。 

 

 

 

 

〇素早く的確な判断

をするために，積

極的に避難所運営

に関わり、，課題を

解決しようとして

いる。 

 

１５

分 

 

６．本時の振り返り ◇避難所を運営するにあたり，大切なものは何か，

体験を通して感じたことや考えたことを振り返ら

せる。 

 

ワークシート 

準備物 

 卓球台８台，ホワイトシート１４枚，マーカーペン１４セット，ＰＣ，プロジェクタ，スクリーン 

 マイク（ワイヤレス）２本，長机１，椅子３脚 

学習のめあて 力を合わせて避難所を運営してみよう！ 



６ 教師の話し合いのデザイン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【必要なスペース】      【出来事への対応】      【要配慮者への対応】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ トイレは体育館入り口

に近い方がいい。 

前時の学習から 

避難所にはどのような人たちがいて，どのような物があるか，前時までに

調べたことを思い出してみよう。 

災害対策本部です 

・仮設トイレが５基届きます。

置く位置を決めてください。 

発問① 

避難所運営ゲームを行ってみよう！ 

Ａ 突風さんは，体育館の

端の位置にする。 

深める発問① 

活動を振り返り，必要なスペースの確保，出来事への対応，要配慮者への対応について，うまくで

きたこと・難しかったことを整理しよう。 

○通路は円形に作り，できるだ

け近くで物品を渡せるように

した。 

○相互のつながりを生かせる

ように配置を考えた。 

▼トイレの位置はどこがいい

のだろうか，迷った。 

○けがや病気の人は，すぐ手

当ができるような場所に配置

した。 

○子供だけの避難者は近所の

大人の近くに配置した。 

▼先に保健室にけがの人を入

れたら，後からもっとひどい

けがの人が避難してきたので

困った。 

○情報はすぐに伝言板に書い

て知らせることができた。 

○物品の保管場所は，早く判

断して決めないといけないこ

とに気づいた。 

▼避難する人と物品などの情

報が次々と入ってくるので，

対応しきれなかった。 

深める発問② 

同じ状況の避難者や出来事への対応について，他班との相違点を見つけ，その理由を整理しよう。 

課題を 

つかむ 

判断 

行動 

考える 

 

突風さん家族 

・夫婦と母親の３名です。 

・母は心臓病があります。 

 

Ｂ 突風さんは，校舎１Ｆ

の部屋にする。 

Ｄ トイレは体育館入り口

から離れている方がいい。 

   避難者の配置や物品

の保管等について

は，できるだけ早く

判断し，行動に移す

ことが大切であるこ

とに気づかせる。 


